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こ
の
世
紀
の
大
転
換
期
に
は
、
経
済
的
な
必
要
性
に
う
な
が
さ
れ
、
時
間
が
大
自
然
の
手
か
ら
奪
い
と
ら
れ
て
、

錘お
も
りの
振
動
で
作
動
す
る
機
械
の
歯
車
に
幽
閉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
家
た
ち
が
遡
っ
て
調
べ
る
こ
と
の
で

き
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
一
二
七
七
年
か
ら
一
三
四
〇
年
の
間
の
出
来
事
だ
っ
た
。
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

に
わ
か
に
従
来
よ
り
信
頼
の
置
け
る
機
械
時
計
の
製
作
が
可
能
に
な
る
。
時
間
は
そ
れ
か
ら
着
実
に
そ
の
領
土

を
拡
大
し
て
い
っ
た
）
1
（

。

は
じ
め
に

│
歴
史
の
周
期
的
な
見
方
に
基
づ
く
試
論

太
陽
が
地
球
を
と
り
ま
く
天
球
上
の
春
分
点
を
通
過
す
る
時
を
春
分
と
呼
ぶ
。
春
分
を
含
む
二
十
四
時
間
が
春
分
の
日
で
あ
る
。

そ
し
て
、
春
分
か
ら
次
の
春
分
ま
で
を
太
陽
年
ま
た
は
回
帰
年
と
呼
ぶ
。
回
帰
年
と
呼
ぶ
の
は
、
太
陽
が
再
び
春
分
点
に
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
太
陽
が
春
分
点
を
通
過
し
、
次
に
春
分
点
を
通
過
す
る
ま
で
が
一
太
陽
年
（
一

回
帰
年
）
で
、
こ
れ
が
現
在
、
三
六
五
・
二
四
二
二
日
と
計
算
さ
れ
、
太
陽
暦
な
ど
の
仕
組
み
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

海
王
星
の
春
分
点
通
過
と
歴
史
の
区
切
り

│
文
明
最
後
の
八
一
九
年
（
一
二
〇
六
〜
二
〇
二
五
年
）
を
振
り
返
る

│
高　

橋　
　

徹
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に
地
球
の
側
か
ら
見
る
と
、
太
陽
は
春
分
点
を
通
過
し
て
、
再
び
春
分
点
に
回
帰
す
る
ま
で
一
年
（
一
太
陽
年
）
か
か
る
わ
け
で
あ

る
）
2
（

。こ
の
よ
う
に
春
分
点
と
い
う
の
は
、
太
陽
な
ど
の
特
定
の
天
体
の
動
き
を
計
測
す
る
と
き
の
始
点
（
起
点
）
ま
た
は
終
点
と
い
う

意
味
で
の
基
点
と
な
る
。
こ
れ
は
太
陽
に
限
ら
ず
他
の
惑
星
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
海
王
星
が
一
度
、
春
分
点
を
通
過

し
て
次
に
春
分
点
を
通
過
す
る
ま
で
の
周
期
は
平
均
一
六
四
年
（
よ
り
正
確
に
は
一
六
三
・
七
年
）
で
、
こ
れ
を
「
海
王
星
の
春
分
点

通
過
（
回
帰
）
周
期
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
）
3
（

。
海
王
星
が
前
回
、
春
分
点
を
通
過
し
た
の
は
一
八
六
一
年
四
月
か
ら
翌
一
八
六
二

年
二
月
に
か
け
て
だ
っ
た
。
今
回
、
同
様
の
こ
と
が
二
〇
二
五
年
三
月
か
ら
翌
二
〇
二
六
年
一
月
に
か
け
て
生
じ
て
い
る
。

以
上
は
地
球
を
中
心
に
し
て
み
た
場
合
で
、
太
陽
を
中
心
に
し
て
見
る
と
、
こ
の
二
つ
の
時
期
の
海
王
星
の
春
分
点
通
過
の
区
切

り
は
、
一
八
六
一
年
十
二
月
十
一
日
と
、
二
〇
二
五
年
九
月
七
日
ま
た
は
八
日
で
あ
る
）
4
（

。

天
象
と
地
象
、
す
な
わ
ち
〈
天
空
の
惑
星
等
の
動
き
と
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
〉
が
相
関
し
て
い
る
と
い
う
前
提
を
も
と
に

す
る
な
ら
、
こ
の
海
王
星
の
春
分
点
通
過
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
時
代
の
潮
流
が
す
で
に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ

れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
知
る
に
は
、
ま
ず
歴
史
を
振
り
返
り
、
海
王
星
の
春
分
点
通
過
と
い
う
現
象
が
、
過
去
、
ど
の
よ
う
な
形
で
地
球
上
の
出

来
事
と
相
関
し
て
い
た
の
か
を
、
た
と
え
大
ざ
っ
ぱ
で
あ
れ
把
握
す
る
こ
と
が
役
立
つ
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
同
様
の
天
文
現
象
が

起
こ
っ
た
時
を
含
む
、
過
去
八
百
年
（
正
確
に
は
海
王
星
の
春
分
点
通
過
周
期
の
五
倍
の
八
一
九
年
）
分
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

な
お
、
海
王
星
に
限
ら
ず
、
惑
星
の
「
秋
分
点
」
通
過
も
ま
た
春
分
点
に
劣
ら
ず
重
要
な
区
切
り
と
な
る
が
、
記
述
が
細
分
化
さ
れ

る
の
で
、
今
回
は
お
も
に
春
分
点
通
過
の
ほ
う
を
取
り
上
げ
る
。

約
一
六
四
年
の
海
王
星
の
春
分
点
通
過
周
期
は
、
他
の
天
文
周
期
と
の
「
同
期
」
と
い
う
面
で
、
そ
の
三
倍
、
四
倍
、
五
倍
、
六
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倍
、
七
倍
、
九
倍
な
ど
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
。
た
と
え
ば
三
倍
の
四
九
一
年
の
周
期
の
場
合
、
そ
の
あ

い
だ
に
冥
王
星
は
二
回
、
春
分
点
を
通
過
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
同
期
」
を
考
え

る
と
、
周
期
に
対
す
る
考
え
方
は
多
様
化
し
、
複
雑
化
す
る
が
、
今
回
の
拙
論
で
は
約
一
六
四
年
の
単
独

の
周
期
と
と
も
に
、
そ
の
五
倍
に
あ
た
る
八
一
九
年
の
区
切
り
を
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
に
当
て
は
め
て
考
察

す
る
。

本
論
は
一
言
で
言
う
と
、
西
暦
一
二
〇
六
年
以
降
の
世
界
史
を
一
六
四
年
ご
と
に
五
つ
に
区
切
っ
て
、

そ
の
特
徴
を
読
み
と
る
試
み
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
、
見
出
し
の
西
暦
の
区
切
り
の
上
の
表
示
が
サ
イ
ク

ル
⑯
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
筆
者
が
海
王
星
の
春
分
点
通
過
周
期
の
二
十
回
分
を
全
体
の
枠
組
み
、

す
な
わ
ち
紀
元
前
一
二
五
二
年
か
ら
始
ま
る
サ
イ
ク
ル
①
か
ら
、
紀
元
後
の
二
〇
二
五
年
に
終
わ
る
サ
イ

ク
ル
⑳
ま
で
の
三
、
二
七
六
年
間
の
範
囲
と
し
て
採
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
図
表
1
参
照
）
。
本
稿
は
、

そ
の
最
後
の
五
分
の
一
の
期
間
（
サ
イ
ク
ル
⑯
〜
⑳
の
八
一
九
年
間
）
に
言
及
し
て
い
る
）
5
（

。

【
サ
イ
ク
ル
⑯
】
▼
一
二
〇
六
〜
一
三
七
〇
年　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
⑴
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
ベ
ネ
チ
ア
の
時
代

サ
イ
ク
ル
⑯
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
勃
興
お
よ
び
そ
の
世
界
支
配
に
代
表
さ
れ
る
。
世
界
規
模
で
の
貴

族
政
治
か
ら
武
人
台
頭
の
時
代
へ
の
移
行
が
な
さ
れ
る
。

西
暦
一
二
〇
六
年
は
、
本
年
二
〇
二
五
年
ま
で
の
八
一
九
年
間
の
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
る
と
い
う
意
味
で
、

大
き
な
区
切
り
と
な
る
年
で
あ
る
。
西
暦
三
八
七
年
か
ら
の
八
一
九
年
周
期
は
こ
の
年
で
終
わ
り
、
新
し

▼図表 1：海王星の春分点通過周期の 5つ分（819年）× 4＝全20周期＝3276年
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←本論の範囲→
※上記①～⑳は、平均163.7年の各周期につけられた番号（連番）である。

BC1252
↓

BC431
↓

AD387
↓

AD1206
↓

AD2025
↓


